
去
年
11
月
６
日
に
、
第
59

回
福
島
県
下
農
業
委
員
大
会

が
福
島
市
の
パ
ル
セ
飯
坂
で

開
か
れ
ま
し
た
。
本
村
農
業

委
員
会
か
ら
も
16
名
の
委
員

が
参
加
し
、
農
業
委
員
会
活

動
が
、
今
後
も
積
極
的
に
展

開
で
き
る
よ
う
に
強
く
要
望

す
る
な
ど
を
、
今
後
の
活
動

の
目
標
と
し
て
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
大
会
冒
頭
の
表
彰

で
は
、
全
国
農
業
新
聞
普
及

優
良
農
業
委
員
会
と
し
て
平

田
村
農
業
委
員
会
が
表
彰
さ

れ
、
情
報
活
動
功
労
農
業
委

員
と
し
て
鈴
木
實
委
員
と
二

瓶
保
衛
委
員
の
２
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

去
年
11
月
７
日
に
、
会
津

美
里
町
で
有
機
栽
培
に
よ
る

地
域
興
し
及
び
有
機
農
業
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
団
体
の
「
会
津
自
然
塾

（
代
表

鹿
野
義
治
）
」
へ

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

会
津
自
然
塾
は
、
環
境
保

全
型
農
業
に
お
け
る
有
機
農

業
の
重
要
性
に
着
目
し
、
土

づ
く
り
の
た
め
の
堆
肥
の
共

同
購
入
、
会
独
自
の
公
開
講

座
や
講
演
会
、
消
費
者
と
の

交
流
会
を
定
期
的
に
開
催
し

て
、
地
域
へ
環
境
保
全
型
農

業
の
啓
発
普
及
活
動
を
実
践

し
て
い
る
地
域
団
体
で
す
。

今
回
の
研
修
で
得
た
も
の

を
、
平
田
村
の
農
業
の
発
展

の
た
め
に
生
か
し
、
委
員
全

員
で
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

去
年
12
月
9
日
に
、
福
島

県
家
畜
市
場
（
本
宮
市
）
に

お
い
て
、
畜
産
専
門
委
員
に

よ
る
子
牛
セ
リ
の
現
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

委
員
が
見
守
る
中
、
セ
リ

が
開
始
さ
れ
平
田
村
産
の
子

牛
が
順
調
に
競
り
落
と
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
販
売
価
格
は
高

値
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、
生

産
農
家
に
と
っ
て
は
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
ヶ
月
の
販
売
価
格

は
大
き
な
変
動
も
無
く
、
高

値
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
現
在
の
状
況
で

推
移
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
の
1
月
15
日
に
、
Ｊ

Ｔ
東
日
本
原
料
本
部
（
須
賀

川
市
）
で
、
畑
作
専
門
委
員

に
よ
る
葉
た
ば
こ
収
納
の
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

平
田
村
に
お
け
る
葉
た
ば

こ
耕
作
者
は
26
名
お
り
、
収

穫
量
及
び
販
売
代
金
は
前
年

度
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、

全
て
の
葉
た
ば
こ
が
完
納
し

ま
し
た
。
10
ａ
当
た
り
約
41

万
円
と
な
り
、
概
ね
期
待
さ

れ
た
価
格
に
な
り
ま
し
た
。

耕
作
者
が
年
々
減
少
し
て

い
る
葉
た
ば
こ
耕
作
で
す
が
、

本
村
の
基
幹
作
物
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
今
ま
で

以
上
に
振
興
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
だ

け
が
加
入
で
き
る
公
的
年
金
で

す
。
次
の
3
つ
の
要
件
を
満
た

す
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

《
加
入
要
件
》

○
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

○
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

○
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

（
免
除
者
を
除
く
）

※
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家

族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

◎
農
業
者
年
金
の
ご
相

談
は
、
こ
ち
ら
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
田
村
農
業
委
員
会

☎
５
５
―
３
１
１
５

①水稲種子購入補助事業

補助対象事業費 12,000,000円
県補助金 1/3補助 4,000,000円
村補助金 2/3補助 8,000,000円

②カメムシ防除剤購入補助事業

補助対象事業費 6,000,000円
村補助金 1/6補助 1,000,000円
（防除団体 1/6補助）

③ライスセンター経営安定対策事業
（乾燥調製用燃料補助）

補助対象事業費 6,000,000円
村補助金 1/2補助 3,000,000円

④東日本大震災農業生産対策事業
（ケイ酸カリ・ゼオライト購入補助）

補助対象事業費 7,540,000円
村補助金 1/2補助 3,770,000円

⑤水稲共同防除用動力噴霧器購入 2,000,000円

動力噴霧器 400,000円×5台

総事業費合計 33,540,000円
村予算合計 17,770,000円

※詳しくは、今後事業に関するお知らせ等が送付されますので、そちらをご覧下さい。
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平
田
村
農
業
委
員
会
だ
よ
り

平成２７年度 農業の経営とくらしに

役立つ情報をお届けする

●毎週金曜日発行

●B3版8～10貢建

●購読料：月600円[送料、税込み]

※4月1日より購読料：月700円に改訂

◇購読のお申し込みは、お近くの農業委員ま

たは村農業委員会事務局までお願いします

☆
編
集
後
記
☆

春
分
も
近
づ
き
、
本
格
的

な
農
作
業
が
始
ま
る
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
米
価
の
下
落

に
苦
し
ん
だ
昨
年
で
し
た
が
、

「
簡
単
に
田
畑
を
荒
ら
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
う

の
が
、
共
通
し
た
農
家
の
思

い
で
す
。

米
価
下
落
対
策
事
業
も
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
知
恵
と

力
を
出
し
合
い
優
良
な
農
地

を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

寄
稿

駒
木
根
茂
委
員

米価下落対策事業

本
宮
市
場
高
値
で
推
移

平
成
26
年
度
産
葉
た
ば
こ
完
納

第
59
回
福
島
県
下
農
業
委
員
大
会

先進地視察研修先でで話を聞く委員

米の消費量低下と過剰在庫により、平成２６年産の主食用米
の販売金額が大幅な下落となったことを受け、水稲作付農家の
生産意欲の向上及び品質向上の支援策として、村の一般会計予
算に計上し、下記の５項目にわたり村独自の事業を展開します。

農
業
委
員
先
進
地
視
察
研
修
会

緊急

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？



農業委員会の業務と農業委員の役割（抜粋）

農地法に基づく業務

農業振興地域整備法に基づく業務

農地に関することで困ったことがありましたら、地元の 農業委員または

役場農業委員会事務局（５５ー３１１５） までご相談ください。

※各地区の農業委員の連絡先等については、11月に発行しました農業委員

だよりを参照してください。

◎各種申請書の受付締切日について
当委員会では各種申請書の受付締切日を次のように設定しています。

・農地法第3条申請書

農地を農地として賃借・売買する場合

・農地法第4条・第5条申請書

農地を農地以外のものとして使用する場合（例：一般住宅・駐車場・資材置き場など）

※毎月10日締め切り（10日が休日の場合は翌日）


